



第 1章 序論 
 









第 4章 多値符号化および PPM符号化への適応イコライザの適用 
4.1 多値符号化への適用 


























































































          
 






















































































図 2.3.1  イコライズ回路を用いた波形整形の概念図 
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図 3.1.3 イコライザの周波数特性 































































































































図 3.2.3 ゲート電圧 VGを変化させた場合のイコライザの周波数特性とアイパターン 
 
VG=1.0 V とした場合の周波数特性とアイパターン 
VG=1.5 V とした場合の周波数特性とアイパターン 




































図 4.1.1に 2[Gbps]の Binary信号を 4値化し、1[GSps]で伝送した際のアイパ
























図 4.1.2 4 値信号のイコライズのシミュレーション 
 
このように、多値符号化は帯域制限による波形劣化の影響を軽減可能である



























次に、4値 PPM 信号の生成を行う。図 4.2.3のマルチプレクサの BIT-2入力信
号が 0であるとき遅延なしの 2値 PPM信号を、1であるとき周期の 1/8遅延させ
た 2値 PPM信号を出力させる。これにより図 4.2.4のような信号が出力できる。 
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図 4.2.2  2値 PPM信号の波形とアイパターン 
図 4.2.1  2値 PPM信号生成回路 
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用いて 0と 1を判別し、2n-1値 PPM信号の遅延なしの信号と周期の 1/2n+1遅延さ
せた信号をそれぞれ出力する。 






今回は 4値 PPM 信号を入力とし、入力信号の電圧が 800mV 以上であるときに 1
を出力するように設定した。また入力信号の周波数は 1GHz であるので、クロッ
ク信号の遅延時間は 300ps、入力信号の遅延時間は 125psとする。 
 
 




図 4.2.5 TDC 回路 
図 4.2.4  4値 PPM信号の波形とアイパターン 
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図 4.2.6 PPM信号伝送回路の概略図 
図 4.2.7 イコライザ通過前と通過後の過渡変化 
図 4.2.8 イコライザ通過前と通過後のアイパターン 
21 
 









































平成 26 年 3 月 
 
